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問�　
子
ど
も
の
小
学
校
入
学

に
伴
い
、
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
が
難
し
く
な
る
、

小
１
の
壁
に
つ
い
て
本
市

の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

答�　
昨
今
、
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
小
１
の
壁
に
つ

い
て
は
、
一
人
で
登
下
校

が
で
き
る
か
、
保
護
者
の

出
退
勤
時
刻
と
子
ど
も
の

登
下
校
の
時
間
差
に
よ
り

就
労
の
継
続
が
で
き
る
か

な
ど
の
不
安
が
あ
る
。
本

市
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
設
置
や
本
市
独
自
の

１
年
生
１
ク
ラ
ス
30
人
以

下
学
級
を
実
施
し
、
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
に
よ
る
登
下

校
時
の
見
守
り
活
動
等
、

地
域
と
も
連
携
し
て
入
学

し
た
ば
か
り
の
子
ど
も
の

不
安
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。

　

�　
朝
の
登
校
時
刻
は
午
前

８
時
前
後
だ
が
、
そ
れ
よ

り
早
く
登
校
す
る
児
童
も

い
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら

学
校
警
備
員
の
出
勤
時
刻

を
早
め
、
午
前
７
時
30
分

に
開
門
し
、
児
童
の
安
全

確
保
を
図
っ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
現
状
調
査
や
課

題
の
把
握
に
努
め
、
安
心

し
て
登
校
で
き
る
取
り
組

み
を
進
め
る
。

問�　
歳
入
を
増
や
す
た
め
に

重
要
な
産
業
振
興
施
策
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答�　
産
業
振
興
施
策
と
し
て

今
年
度
は
新
た
に
３
つ
の

取
り
組
み
を
行
う
。
１
つ

目
は
中
小
企
業
者
や
起
業

者
に
対
し
新
商
品
の
開
発

等
の
経
費
を
最
大
50
万
円

補
助
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
、

２
つ
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
多
様
な
人
々
が
情
報
交

換
等
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
創
出
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
サ

イ
ト
の
新
設
、
３
つ
目
と

し
て
工
場
立
地
法
対
象
工

場
等
に
係
る
緑
地
面
積
率

の
さ
ら
な
る
緩
和
や
工
場

周
辺
地
域
の
生
活
環
境
と

の
調
和
に
取
り
組
む
。

　

�　
企
業
誘
致
は
税
収
の
確

保
等
の
観
点
か
ら
重
要
な

施
策
で
あ
る
が
、
一
方
で

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り

他
市
の
事
例
な
ど
の
調
査

研
究
に
努
め
た
い
。

　

�　
今
後
も
市
内
業
者
へ
の

支
援
を
継
続
し
、
関
係
機

関
と
情
報
共
有
を
図
り
つ

つ
、
国
や
県
、
他
市
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
さ

ら
に
効
果
的
な
産
業
振
興

施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

明石川の有機フッ素化合物
低減対策を継続し
安全な水道水を供給

明石川河川水の受水は10年度中に完全廃止
　
山
手
環
状
線
大
窪
工
区
８
年
度
末
開
通
へ

　
　
江
井
ヶ
島
松
陰
新
田
線
は
神
戸
市
と
連
携

�

玉
津
大
久
保
線
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

男
性
の
Ｄ
Ｖ
被
害

　
性
別
を
問
わ
ず
相
談
可

�

さ
ら
な
る
周
知
を

歳
入
の
増
加
へ

　
産
業
振
興
施
策

�

３
つ
の
取
り
組
み

小
１
の
壁
支
援

　
地
域
と
連
携
し

�

不
安
に
寄
り
添
う

横断歩道や道路の安全対策
通学路に重点を置き
交通事故防止に取り組む

問�　
幅
が
狭
い
道
路
も
多
く

あ
る
中
、
子
ど
も
が
安
心

し
て
通
行
す
る
た
め
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
平
成
23
年
度

に
明
石
市
交
通
安
全
計
画

を
策
定
し
、
現
行
の
第
３

次
計
画
は
、
高
齢
者
・
歩

行
者
な
ど
の
交
通
弱
者
に

重
点
を
置
き
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
交

通
事
故
の
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

�　
通
学
路
の
安
全
対
策
は
、

27
年
度
に
策
定
し
た
明
石

市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
基
に
関
係
機
関

と
合
同
で
通
学
路
を
点
検

し
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て

は
、
側
溝
の
ふ
た
掛
け
や

防
護
柵
の
設
置
な
ど
の
対

策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

�　
ま
た
、
24
年
度
か
ら
高

校
生
を
対
象
に
、
体
験
型

自
転
車
交
通
安
全
教
室
な

ど
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で

に
24
回
、
延
べ
２
万
４
千

人
以
上
の
生
徒
や
学
校
関

係
者
が
参
加
体
験
し
て
い

る
。
今
後
も
路
面
へ
の
注

意
喚
起
の
表
示
や
徐
行
を

促
す
表
示
の
設
置
な
ど
に

つ
い
て
住
民
や
警
察
と
協

議
し
検
討
し
て
い
く
。

問�　
山
手
環
状
線
大
窪
工
区

と
江
井
ヶ
島
松
陰
新
田
線

の
整
備
状
況
は
。

答�　
山
手
環
状
線
大
窪
工
区

は
令
和
２
年
10
月
に
事
業

認
可
を
受
け
、
６
年
３
月

末
現
在
、
用
地
取
得
が
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
。
今
年

度
は
８
年
度
末
ま
で
の
開

通
を
目
指
し
本
格
的
な
整

備
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、渋
滞
緩
和
の
た
め
、

交
差
点
に
右
折
レ
ー
ン
の

設
置
設
計
な
ど
を
行
う
。

　

�　
江
井
ヶ
島
松
陰
新
田
線

で
は
計
画
道
路
内
に
遺
跡

や
埋
蔵
文
化
財
が
発
見
さ

れ
た
が
事
業
へ
の
影
響
は

な
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
用
地
買
収
や
埋
蔵
文
化

財
調
査
、
道
路
工
事
を
行

い
、早
期
完
成
を
目
指
す
。

な
お
、
江
井
ヶ
島
松
陰
新

田
線
は
、
神
戸
市
側
の
玉

津
大
久
保
線
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
す
る
こ
と
に
よ
り

事
業
効
果
が
発
揮
で
き
る

た
め
玉
津
大
久
保
線
の
事

業
化
は
欠
か
せ
な
い
。
今

年
度
は
神
戸
市
が
玉
津
大

久
保
線
の
事
業
化
に
向
け

て
着
手
す
る
と
認
識
し
て

問�　
明
石
川
で
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
問

題
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答�　
明
石
川
河
川
水
は
本
市

水
道
の
重
要
な
水
源
で
あ

る
が
、
上
流
部
に
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
が
建
設

さ
れ
、
年
々
水
質
汚
濁
が

進
ん
で
い
る
た
め
水
質
検

査
の
充
実
と
高
度
浄
水
処

理
を
導
入
す
る
な
ど
の
対

策
を
し
て
き
た
。
最
終
処

分
場
か
ら
の
放
流
水
に
発

が
ん
性
の
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
る
物
質
が
検
出
さ
れ

た
た
め
、
処
分
場
業
者
と

協
議
し
、
放
流
水
が
流
れ

る
排
水
路
の
水
質
検
査
を

開
始
し
、
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
の
検
査
は
令
和
２
年

４
月
に
国
が
目
標
値
を
設

定
し
た
た
め
追
加
し
た
。

水
道
原
水
は
水
道
法
に
お

い
て
規
制
基
準
は
な
く
、

本
市
は
、
浄
水
後
の
水
道

水
の
水
質
検
査
結
果
を
毎

月
公
表
し
て
い
る
。

　

�　
７
年
度
か
ら
阪
神
水
道

企
業
団
よ
り
新
規
受
水
を

行
い
、
10
年
度
中
の
完
全

廃
止
ま
で
は
現
在
の
低
減

対
策
を
継
続
し
、
安
全
な

水
道
水
の
供
給
に
努
め
る
。

お
り
、
引
き
続
き
神
戸
市

と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

問�　
男
性
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支

援
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
は
、

被
害
者
を
女
性
と
限
定
せ

ず
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴

力
を
受
け
た
全
て
の
人
を

対
象
に
し
て
い
る
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
う
た
う
本

市
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
は
性
別

を
問
わ
ず
重
大
な
人
権
侵

害
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�　
令
和
５
年
度
に
国
が
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

女
性
の
約
４
人
に
１
人
、

男
性
の
約
５
人
に
１
人
が

配
偶
者
か
ら
身
体
的
・
心

理
的
等
の
暴
力
を
受
け
て

お
り
、
被
害
経
験
の
あ
る

女
性
の
約
４
割
、
男
性
の

約
６
割
は
誰
に
も
相
談
し

て
い
な
い
。

　

�　
全
て
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が

助
け
を
求
め
や
す
い
環
境

整
備
を
図
る
た
め
、
性
別

を
問
わ
ず
相
談
で
き
る
こ

と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

分
か
り
や
す
く
周
知
し
、

性
別
等
に
起
因
す
る
あ
ら

ゆ
る
暴
力
を
決
し
て
許
さ

な
い
と
い
う
方
針
の
も
と
、

対
等
な
人
間
関
係
の
構
築

に
向
け
た
人
権
意
識
の
啓

発
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
令
和
6
年
6
月
30
日
を
も

っ
て
公
益
監
察
員
の
任
期
満

了
と
な
る
林は

や
し

晃こ
う
じ史
氏
を
引
き

続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

�

公
益
監
察
員

　
　
　��

選
任
に
同
意

　
同
氏
は
、
弁
護
士
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
兵
庫
県
弁
護
士

会
会
長
、
日
本
弁
護
士
連
合

会
副
会
長
等
を
歴
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
の
公
益
監
察

員
は
２
人
で
、
公
益
監
察
契

約
の
期
間
は
3
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。

整備中の山手環状線大窪工区

日

時　

�

令
和
６
年
８
月
17
日�

㈯

　
　
　
　
　

�

高
学
年
（
小
学
４
～
６
年
生
）
の
部

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
（
２
時
間
程
度
）

　
　
　
　
　

�

低
学
年
（
小
学
１
～
３
年
生
）
の
部

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
（
２
時
間
程
度
）

内

容　

�

模
擬
本
会
議
の
体
験
、議
会
棟
の
探
検
ほ
か

会
　
　
場　
明
石
市
役
所
議
会
棟

対
　
　
象　

�

市
内
在
住・在
学
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
　
員　

�

各
部
30
人　
原
則
１
組
２
人（
保
護
者
同
伴
）

　
　
　
　
　

�

※
応
募
多
数
時
は
抽
選

参 

加 

費　
無
料

申
し
込
み　

�

７
月
31
日�

㈬
ま
で
に
、左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
し
込
み

　
　
　
　
　

�

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
申
し
込
み
が

難
し
い
方
は
議
会
局
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

参
加
の
可
否　

�

８
月
２
日�

㈮
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

明
石
市
議
会
議
会
局
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
７
８
）�９
１
１-

２
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
７
８
）�９
１
８-

５
１
１
２

メ
ー
ル
：gikai@

city.akashi.lg.jp

※�

詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

小
学
生
議
員
に

�

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

申し込みは
こちらから

夏
休
み
親
子
で
議
会
体
験
ツ
ア
ー

夏
休
み
親
子
で
議
会
体
験
ツ
ア
ー

参
加
者
大
募
集
！

参
加
者
大
募
集
！


